
未来につなぐ寺谷用水
～400年の歴史と地域の絆～

寺谷用水は、天竜川の治水と利水を一体的に行う革新的なかんがい技術導入の先駆けとして、１５９０年から現在に至る
まで天竜川左岸の水田１，５０0ヘクタールに「命の水」を届けています。
２０２２年１０月にオーストラリアで開催された「国際かんがい排水委員会（ICID）」での審査を経て、「世界かんがい施設遺
産」に登録されました。

世界かんがい施設遺産「寺谷用水」とは

寺谷用水シンポジウム

寺谷用水シンポジウム

【司　  　会】
【パネリスト】

長谷川玲子
中山　正典
大箸千賀子
草地　博昭
伊藤　英明
佐藤　欣久

フリーアナウンサー

静岡県立農林環境専門職大学客員教授

磐田市農業委員会会長

磐田市長

寺谷用水土地改良区理事長

中遠農林事務所長

○世界かんがい施設遺産の概要・県内施設紹介 ー 静岡県農地局長 岩崎康正 
○寺谷用水の歴史と役割 ー 静岡県立農林環境専門職大学客員教授 中山正典

●定員：300名　●締切：1月15日㈬　●参加費無料／事前申し込みが必要です（先着順）

アミューズ豊田 ゆやホール（磐田市上新屋304）

13：00～16：00
（開場12：00）

主催 ： 磐田市寺谷用水地域活性化協議会（磐田市・寺谷用水土地改良区・静岡県）

世界かんがい施設遺産に登録された寺谷用水。
この地域の宝と農業を未来へつないでいくために
私たちは何をすべきか、一緒に考えてみませんか。
県立農林環境専門職大学の中山正典客員教授による講演と
地域農業の未来を語るパネルディスカッションを開催します。

●問い合わせ　磐田市農林水産課
●お申し込み　FAX 0538-37-1184 （以下記入枠に記載の上お送りください）
　　　　　　   メール norin@city.iwata.lg.jp

TEL0538-37-4913

またはQRコードより ▶

当日ご来場の方に
マンガ、
記念タオルを
プレゼント

基調講演
（90分）

パネル
ディスカッション
（60分）
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磐田市農林水産課　あて

中山正典  客員教授
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